
きらきら発電第８回定期総会記念講演 

みんなで取り組もう気候危機  高橋真樹氏 
 4 月 29 日(金)きらきら発電第 8 回定期総会でオンライン記念講演

が行われ、ノンフィクションライター高橋真樹氏が「みんなで取り

組もう気候危機」をテーマにお話しされました。内容を紹介します。 

 今地球温暖化と気候変動が進み、気候危機と言われるまでになっ

ている。皆さんが住む仙台市も 1930 年―2020 年対比で平均気温が

2℃も上昇し、泉区七北田川で水害が繰り返されるようになった。将

来世代の可能性を奪わないために、待ったなしの気候危機に対して、

我々今を生きる人々が何ができるか？ともに考えたい。 

 SDGs の求めているものは変化ではなく大転換(トランスフォーメ

ーション)。温暖化排出ゼロのために化石燃料を使わない世界を創るとともに、人獣感染症を繰

り返さないために生態系や動物の健康を含めた保健機能を創ることも求められている。 

 脱炭素のカギは最新技術よりローテク。たとえば住宅断熱なら、窓ガラスを三重にする、アル

ミサッシは結露を生むので樹脂や木材のサッシに変える。プラスチック・ペットボトル廃止のた

め、マイボトル・生ゴミたい肥化・容器入り不買運動など、日常の努力が必要。それは誰でもが

できること。RE100(100％自然エネルギー宣言)は 2022年 4月 67社しているが、脱炭素社会を

造るのは個人や地域や政府それぞれが努力して達成されるもの。トレードオフ(小さな変化)を拒

否しトランスフォーメーション(大転換)を実現しよう。それはもう夢ではない。 

 

総会で屋根借り太陽光発電 

今年度以降も継続を決める 
 4月 29日の総会では、新年度活動方針および予算案・

現行役員体制の継続が承認され、今年度以降も「屋根借

り太陽光」建設を進めること、あわせて基金返済を進め

ることを確認しました。(写真はなないろの里 7号機) 

ノンＦＩＴ(自家用発電)も検討課題に 

 家庭用 FIT以外、FITは NPO では使用不可能となったので、自家用発電(たとえば病院施設)

の発電所建設も検討課題とすることにしました。 

 また現在ブロックチェーンという方式で日本中

どこにでもきらきら発電が発電した電気を売るこ

とが可能です。きらきら発電の電気を買いたい人

にきらきらの電気を届けることが、私たちの今後

の夢となります。夢に向かって進みましょう。 

 2022 年度の屋根借りは若林区荒井の河野様宅

に決定しました。来年度の場所を探しています。 
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蓄電池導入し、電気を買わないオフグリット生活を 

固定価格買取制度終了で蓄電池導入の検討増える 

 皆様もご存じと思いますが、FIT 制度は住宅用が１０年間の固定価格買取制度となっており、

2019 年 11 月より買取期間満了を迎えた太陽光ユーザー様が全国で５４万世帯発生しました。

48 円単価が一気に 9 円に値下げされたユーザーの中で、蓄電池を導入し、夜も自分の家庭で発

電した電気で暮らそうと考える人が現れました。 

原油価格高騰に伴い、自家消費型めざす人増える 

 最近では原油価格が高騰し、電気の卸値価格高騰に伴い、高い電気を買いたくないと、「今こ

そ電気は自前で用意すべし」と、自家消費太陽光発電の問い合わせや蓄電池導入の問い合わせが

日に日に増して、東日本大震災以降で最もエネルギー革命の転換期にあると感じております。 

きらきら会員多賀城市藤原様宅で蓄電池導入 

 きらきら発電の会員多賀城市の藤原様よりお問い合わせをいただき、藤原様は住宅用太陽光

が今年で 10年満期を迎えるので「さらに電気を買わない生活」を目

指したいとのこと。卒 FIT 後も昼間は太陽光で自家消費し、それで

も余った電気は蓄電池に充電して夜間使用するセミオフグリットを

提案しました。弊社を知ったきっかけは、きらきら発電会報誌で弊社

の活動をご覧になり、多賀城５号機開所式でお会いしたことです。 

 コロナの長期化、ロシアのウクライナ侵攻により原油価格は今後

も上昇し、長期化する気配が強く、電気代はもとよりあらゆる物価上

昇が懸念されております。「食とエネルギーの自給率向上」を図るべ

く、今後も地域の皆さまと共に邁進して参ります。 

   株式会社プロジェクトウサミ 代表取締役 宇佐美美由紀 

 

ＮＰＯきらきら発電オンライン講演会５月２５日(水)午後２時 

講師＝ＮＰＯ法人地域再生機構副理事長 平野彰秀さん 

   「石徹白での挑戦」  

 

 

 

住宅用蓄電池 6.5ｋWh 

オンライン参加申し込み先 

h-mitobe@wa2.so-net.ne.jp 

又は、下記 QR コードから 

参加費無料、申込みは 5月 21日まで 
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